












要約:小児心身症的な身体症状は思春期年代の子どもに多く見られたが、不登校などの行

動・情緒の障害と関連して出現する身体症状でも同様の傾向が見られた。これらの身体症

状の大半は行動・情緒障害と密接に関連して出現し消失していくものであるが、これらの

症状の中には長期化するものも少なくない。こうした身体症状の長期化をもたらす諸要因

についてさらに詳細な検討が必要である。


